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請 願 第 １ 号 平成３１年２月１９日受理 

付 託 委 員 会 福祉常任委員会 

件 名 国保料引き下げを要望する請願書 

紹 介 議 員 植 田   進 議員  菅 野 文 男 議員 

請 願 要 旨 

（請願趣旨） 

「国保事業広域化」初年度である本年度の八千代市国保料は一人平均年 

１３２，３９２円。県内５４市町村中ワースト１位です（社会保障推進千葉県協議会

資料）。その国保料が来年度さらに３千円ちかく引き上げになることが、２月５日に県

から発表された「３１年度標準保険料」で明らかになりました。 

八千代市の国保加入者の約８割は所得の低い「給料・年金」世帯で、年所得２百万

円以下の加入者が７８％を占めています（２９年度「国民健康保険の概要」）。滞納世

帯は全加入者の１７％にもなります（前記協議会資料）。 

「高い国保料を引き下げて」の声は切実です。 

「高い国保料」の最大の要因は国庫支出金の累年に亘る削減であり、全国知事会で

は「１兆円の公費負担増」を国につよく求めています。 

八千代市としても国・県に要望するとともに、国保会計財政調整基金の活用、一般

会計からの法定外繰り入れ（政府も「自治体の判断で可能」と答弁）などにより「引

き上げ」ではなく「引き下げ」を、ぜひ実現してください。 

高齢者・市民の切実な願いに応え、社会保障の大黒柱である国保事業を守るため、

八千代市が下記のことを実施するよう決議して頂きたく要望いたします。 

 

（請願項目） 

１ 来年度国保料を引き下げること 

２ 国庫支出金の一層の増額を行うよう国・県につよく申し入れること 

 


